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研究成果の概要：  

ナイロビスラムの移動パターンと労働市場や子供の厚生のダイナミズムを、パネル・追跡調

査によるミクロデータをもとに分析した。調査は African Population and Health Research 

Center (APHRC)の行っている Demographic Surveillance System (DSS)のサブサンプルを用い、

スラム内外への移動者の追跡調査は APHRC と共同で行った。 

 この調査からは、まずスラムへの移動者のうち初等教育を終了している者はナイロビへ移動

してからの年数（経験）が経つにつれてスラム外の公的部門へ移動する確率が上昇する。対象

スラムからの移動（ナイロビ都市、農村、他のスラム）に伴い、移動者は所得上昇を経験する

が、そのなかでもナイロビ都市公的部門へ移動した者は教育の収益が有意に高い。すなわち教

育（人的資本）は公的部門への移動確率を高め、さらに所得上昇を増大する。スラム内での教

育の収益は有意ではなく、この意味で人的資本有無によるダイナミックな選別プロセスが存在

する。 

 第 2 に、このサンプルでは AIDSによる成人死亡率が高いことから親を失う子供たちが多い。

親の人的資本を失った子供たちの移動行動も本研究の焦点である。親を失った子供は、予想と

は異なり、スラム内に留まる確率が有意に高い。このことは孤児の厚生が悪化することを意味

する。 

 以上の結果は人的資本の蓄積と喪失とがスラム住民の厚生のダイナミックな変化を決定して

いることを示している。 
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１．研究開始当初の背景 

 

途上国のスラムは貧困層が集中すること

から、その経済活動や人々の移動の実態解明

が急がれるが、その接近が限られ、本格的な

経済学的な実証分析は残念ながら未だ行わ

れていない。本研究では African Population 

and Health Research Center（APHRC）がケ

ニアのナイロビで、2002-04 年に行った

Nairobi Urban Health Demographic 

Surveillance System（DSS）調査をベースに

用い、そのサブサンプルを対象に個人レベル

で追跡調査・パネルデータを構築することで、

スラム地域という従来の研究では未知の領

域を対象とした貧困動学の科学的解明をね

らった。 

 

 この研究の一つの特色は、移動性向の高い

スラム住人を出来る限り追跡調査すること

で、どのような要因がスラム内での移住もし

くはスラム外への移住をもたらすのか、また

そうした移住が人々の経済活動や貧困にど

の様な影響を及ぼすのか、というスラム住民

の移動行動のメカニズムを探る実証分析を

試みた点にある。 

 

 

 

 

２．研究の目的 

 

本研究の目的は、ケニヤ・ナイロビ市内の

スラム居住者をパネル追跡調査することで

個人の経済活動の時系列的変化を把握し、途

上国の都市部労働市場を動学的に実証分析

することにあった。 

  

研究の焦点はより具体的には以下の２点

に集約される。第 1 に途上国都市スラムにお

ける労働市場行動がスラム外への移動とい

かに関係しているかを理解することにあっ

た。第 2には、AIDS による高い成人死亡率に

より親を失った孤児の厚生の変化を彼らの

移動行動を分析することにより解明するこ

とであった。 

 

 

 

３．研究の方法 

 

本研究は途上国の都市部貧困層の個人レ

ベルのパネルデータを用いた実証分析であ

り、 分析には DSS 調査および DSS 調査のサ

ブサンプルを独自に追跡調査したデータを

用いた。このパネル追跡調査によって、途上

国都市部労働市場のダイナミックな動態を

検証した。 

 

調査地はナイロビの２つのスラム（ビバン

ダニ、コロゴチョ）であり、追跡調査の対象

家計は DSS 調査の対象家計約 6000 家計の中

から、無作為に抽出したサブサンプル 2000

家計（の構成員）であった。対象家計の移動

の追跡調査は約 1年かけて行った。調査の方

法は、まずベースライン調査において対象家

計に対し追跡の目的を説明し了解を得て、そ

の後移動した者の追跡を行った。基本的には

家計を訪問し面接形式で聞き取りを行った

が、ナイロビ以外への移住者に対しては、電

話による調査方法を採用した。移住者の追跡

はまずメイン移住者（例えば家計主）の確定

を行い、それに追随した者（例えば配偶者と

子供）を記録する形式を用いた。調査内容は、



移動による経済的変化、意思決定、死亡・疾

患などを含む。つまり、この追跡調査から、

移住者に関しては、移住前・移住後の居住環

境の変化と経済活動の変化、非移住に関して

は、経済活動の変化を計測できる。 

 

 

４．研究成果 

 

本研究の第１の成果は、一般に接近が限ら

れる都市部貧困層を対象に、パネルデータを

構築したこと、特にベースライン調査以降に

移住した者の追跡調査をも含む、個人レベル

の経済活動および居住地域の時系列変化を

把握できるデータベースを構築したことに

ある。 

 

表１は対象 2000 家計のなかの移住者数及

び移住先を表している。都市部で如何に移動

性向が高いかがわかる。 

 

表１. 移住先と移住者数 

移住先 

移住者数 

(メイン移住者と 

その追随家族を含む) 

同一のスラム地域内 10 

異なるナイロビスラム地域 52 

ナイロビ非スラム地域 101 

ナイロビ以外の都市部 24 

農村 184 

計 371 

  

一般に居住者を対象とするサーベイでは

移住者の情報を収集していないが、都市部で

のこの移動性向の高さは、そうしたサーベイ

における移住者情報の漏れが、特に都市部住

民を対象とする研究の分析結果に 大きく影

響している可能性を示している。同時に、移

住者の追跡情報も収集した本研究の意義の

大きさを示している、と信じている。 

 

第２の成果は、上記調査データをもとに行

った都市部住民の貧困動学の実証分析であ

る。実証分析では、移動行動と人的資本の関

係を検証した。 

 スラムへの移動者のうち初等教育を終了

している者はナイロビへ移動してからの年

数（経験）が経つにつれてスラム外の公的部

門へ移動する確率が上昇する。対象スラムか

らの移動（ナイロビ都市、農村、他のスラム）

に伴い、移動者は所得上昇を経験するが、そ

のなかでもナイロビ都市公的部門へ移動し

た者は教育の収益が有意に高い。すなわち教

育（人的資本）は公的部門への移動確率を高

め、さらに所得上昇を増大する。スラム内で

の教育の収益は有意ではなく、この意味で人

的資本有無によるダイナミックな選別プロ

セスが存在する。 

 また、我々の調査対象の都市部スラムでは

AIDSによる成人死亡率が高く、そのために親

を失う子供たちも多い。親の人的資本を失っ

た子供たちの移動行動も本研究の焦点であ

った。分析結果は、親を失った子供は、予想

とは異なり、スラム内に留まる確率が有意に

高いことを示している。このことは孤児の厚

生が悪化することを意味する。 

以上の結果は人的資本の蓄積と喪失とが

スラム住民の厚生のダイナミックな変化を

決定していることを示している。 
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